




１年 渡邉 貴博，薮﨑 大輝，船木 駿 
指導教員 システム科学技術学部 機械工学科 
















にて炊飯量 2-3 合/回，水分投入量 180ｍL/合（1 合 160g）の条件で炊飯して実験に供した．こ
れを自作のおにぎり成形治具（図 1）を取り付けた 5kN容量万能材料試験機（INSTRON®，Series3360）
により圧縮試験に供し，おにぎり成形に必要な圧縮荷重と圧縮距離の関係を調べた．試験は，開

































































図 2 圧縮荷重と圧縮距離の関係 













圧縮速度            10mm/min
米の量/最大容量 150g/290mL
図 3 おにぎり成形による米粒同士の粒子間距離の変化 
(a) 圧縮距離 0mm(開始前) (b) 圧縮距離 15mm (c) 圧縮距離 20mm 












能評価には 20，25，30mm のものを用いた． 
2.2.2 官能評価の結果 



































表 1 各おにぎりに対する意見 
























図 5 試食によるアンケート結果 
-4- 
3. おにぎり成形機の設計および開発品 











































図 6 設計・開発したおにぎり成形機 
おにぎり型 

















図 7 荷重とひずみとの関係 
